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の キャディー報酎||の判決

Q :キャディーが受け取る報酬の所得区分

を巡り争われていた事件の判決が出たようで

すが、内容を教えてください。

A:キャディー報酬はゴルフ場からキャデ

イーヘの給与に該当する、との判決が下され

ています。今回の判決で、税務署がかつて行

った指導の内容とは異なる更正処分を、わず

か2年後に同一法人に対して決定していたこ

とが明らかとなりました。

【解説】

この事件は、係争年度から2年前に行われ

た税務調査時の指導に従ってキャディー報酬

をキャディーの事業所得とした原告が、その

後、同じ税務署からキャディー報酬は給与所

得とする旨の更正処分を受けたことを不服と

して訴訟に及んだものです。

裁判所では、キャディー業務はゴルフ場の

指揮管理下で行われているものであって、キ

ャディー自身の危険と計算により行われてい

るものではないから、キャディーが受け取る

報酬は事業所得ではなく、ゴルフ場からキャ

ディーヘの給与であるとの判断を下しました。

この事件では、キャディーが受け取る報酬

の取扱いもさる事ながら、税務署が自ら行っ

た指導を自ら覆したといった点が注目されま

す。このことについて裁判所は、過去にそう

した経緯があったからと言ってもキャディ〒

報酬の性質は変わらないとの判断を示してい

ます 。

税務署の指導に従っても、後日の調査では

否認されることがあるわけです。


